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研究成果の概要（和文）：	
 中国大陸東北部に大規模な広帯域地震観測網を日中米の国際協力に

より構築し，中国大陸の形成過程，日本列島東岸から沈み込み中国大陸下に滞留している海洋

プレートのダイナミクスの解明を目指すと共に，地球深部を照らしだす巨大“望深鏡”地震計

アレイとして，マントル最深部および地球中心核の構造・ダイナミクス解明を目指す． 
 
研究成果の概要（英文）：	
 In this international project among Japan, China and the United 
States, we constructed a huge broadband seismic network in the northeastern China. The 
primary goal of this project is to elucidate the dynamics of the stagnant slab beneath NE 
China that is originally subducted at the Japan trench islands, as well as the origin of the 
Chinese continent in the region, but the seismic network can be also used to illuminate the 
processes occurring in the deepest part of the Earth.  
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 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	
 計 
２００７年度 53,400,000	
 16,020,000	
 69,420,000	
 

２００８年度 19,100,000	
 5,730,000	
 24,830,000	
 

２００９年度 9,800,000	
 2,940,000	
 12,740,000	
 

２０１０年度 9,400,000	
 2,820,000	
 12,220,000	
 

	
 ２０１１年度 5,900,000	
 1,770,000	
 7,670,000	
 

総	
 計 97,600,000	
 29,280,000	
 126,880,000	
 

 
 
研究分野：	
 数物系科学 
科研費の分科・細目：	
 地球惑星科学・固体地球物理学 
キーワード：	
 地球内部構造，地震観測，地震波トモグラフィ，中国大陸，深部スラブ，スタ

グナントスラブ 
 
１．研究開始当初の背景 
NECESSArray とは， NorthEast China 
Extended SeiSmic Arrayの頭文字などから
作った中国東北部における大規模機動的地
震観測網の略称である．本観測計画は，日中
米の国際共同観測として準備期間を含め
2007 年夏から 5 年間の予定で行われる．
NECESSArrayは，機動広帯域地震観測点計
120 点を基盤にした，観測点間隔<100km，
差渡し 1000kmをこえる，かつて例をみない
巨大で稠密な広帯域地震計アレイである． 

２．研究の目的 
(1)中国大陸の形成・火成活動とダイナミクス
の解明， 
(2)中国大陸下に滞留している沈み込んだ海
洋プレート（スタグナントスラブ）のダイナ
ミクスの解明， 
(3)マントル最深部（CMB）および地球中心
核の構造およびダイナミクスの解明． 
 
３．研究の方法 
観測網下の地殻・上部マントルの地震波速度
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および減衰率の詳細な３次元構造のマッピ
ングを様々な地震学的解析手法を駆使し集
中的におこなう．また異なった手法から得ら
れる情報を統合して，中国東北部の地殻・マ
ントル（および深部スラブ）の構造モデルを
提出し，温度・化学分布，ダイナミクスにま
で制約を与えることを目指す．また地球深部
を覗く巨大な“望深境”である NECESSArray
を使い，太平洋下マントルの底に存在すると
いわれる巨大プルームの元，地球中心核など
の構造解明を行い全地球ダイナミクス研究
に貢献する．	
 
	
 
４．研究成果	
 
１２０点の大規模な広帯域地震観測網を中
国東北部に構築（２００９年９月）し，２年
間維持した（２０１１年８月撤収）こと自体
がこれまでの最大の成果である．１２０点の
地震観測網を中国東北部の平原（内モンゴル
を含む）のなかに維持するのは当初の予想を
超えて困難を極めた．幸いデータの質も良く，
今後の解析に大いに期待が持てる．	
 
	
 

図１	
 NECESSArray 観測網	
 
	
 
	
 得られたデータは観測網撤収後２年間（２
０１３年８月まで），日中米共同観測チーム
が独占的に解析することとなる．データはそ
の後公開し，全世界の研究者が解析できるこ
ととなる．２０１２年６月下旬には日中米の
国際共同研究グループが東京に参集し，解析
結果のつき合わせを行う予定である．したが
って現在までに本観測網データを解析した
結果で論文として公表されているものはな
いが，観測が終了して最初の国際学会である
２０１１年１２月にサンフランシスコで開
催されたアメリカ地球物理連合の秋季大会
では，本研究グループによる９件の発表があ
り，そのうち５件は日本チームによるもので
あった．	
 
	
 図２は，2009 年 9 月 30 日に南米のボリビ
ア下で起きたマグニチュード 5.8 の小規模な
深発地震の記録である．人工的なノイズが少
ないこと（内モンゴルの草原の中），また大
陸内であることにより海洋波浪ノイズ（脈
動）も弱いことがあり，	
 極めて良質なデー
タが取られている．	
 	
 

図２	
 NECESSArray の観測波形例（地球中心核を通

る３つの波が明瞭に記録されている）	
 

図３	
 南米で起きた地震を NECESSArray と日本列

島で観測する場合の内核を通過する波線．北米大陸

下の広範囲がサンプルされることがわかる．	
 

	
 

観測データを使った研究成果の一例として
は，図２の波形や日本列島で取られたデータ
の解析から（図３），内核“西半球”の広い
領域を代表すると考えられる地震波の速
度・減衰構造が明らかになりつつあることが
あげられる．内核成長のプロセスの解明につ
ながることが期待される． 
	
 また 120 点もの広帯域地震観測網を国際共
同研究とはいえ一研究グループが構築し得
たことは，それ自体が世界の観測地震学コミ
ュニティに大きなインパクトを与えると考
えられる．さらもカバーする領域が沈み込み
ダイナミクスの理解に極めて重要な中国東

NECESSArray

Hi-net



北部であることも学術的価値を高めている．
データは２０１３年９月に世界の研究者に
公開される．	
 
	
 

図４	
 NECESSArray データ解析等によって得られた

内核の西半球の広範囲にわたって存在する可能性の

ある減衰構造（Iritani 他,	
 2011）．東半球ではこ

のような特徴を持った構造は得られていないので，

西半球表層から内核が成長しているというモデルと

の関連が興味深い．	
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